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表紙の解説
川底に埋設放流するサケ発眼卵
　写真撮影および解説　飯田真也（資源管理部・沿岸資源グループ）

発眼卵放流では、パイプを通じて発眼卵を川底に流し込み埋設する。発眼卵は衝撃に非常に強く、本
作業によってダメージを受けることはない。仔魚・稚魚期の飼育コストを必要とせず、現行の稚魚放流に
比べて省コストな増殖手法である。放流された卵は河床内の浸透水で呼吸することから、それらの生残率
を高めるためには、新鮮な水が十分供給されるよう、通水性の高い場所に放流することが重要である。


